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差動送りミシンを用いたいせ込み縫製に関する基礎的研究

金城学院大家政○青山喜久子　　日本女大家政　島崎恒蔵

目的　いせ込みは衣服の立体構成上重要な技法の１つであり。工業的には差動送りミシン

を用いて縮み縫いを行なう方法がある。いせ込みの状態を示す指標にいせ込み率があり。

これは布地の性質や布目角度および縫製条件（主に布送り量）の設定により大きく変化す

ることが予想される。本研究は上記の布地の性質や布目角度および縫製条件がいせ込み率

に与える影響を明らかにすることを目的に詳細な実験を行い、これらの定量的な関係の把

握を試みる。

方法　縫製には本縫い差動送りミシンを使用した。主送り、副送り歯の移動量（1A 、 B）

を変化させ。数段階の差動比を設定した。縫製速度、縫糸張力。押え圧力は一定とした。

実験に使用した布地は４種類で、KES 試験機で力学的特性を測定した。布目角度はたて布

方向に対し0M5≒30≒45≒60≒75≒90゛の７段階変化させた。試験布は１枚づっ中央を縫

製し。いせ込み率(E)およびステッチ長さを測定した。繰り返しは３回である。

結果　Ｅは布目角度の影響を大きく受け｡45°に最大値となる傾向がみられた。布地の性

質に関しては、曲げ、せん断、伸長の各特性の申の数種類の特性値とＥの聞に関係が認め

られたため．Eを目的変数、これらを説明変数として用いて重回帰分析を行った結果、曲

げ特性のBl.Bl/W （W:布の質量）および伸長特性のWT2, EM2 （-1はたて方向＝シーム方向、

-2はよこ方向）を変数とする重回帰式が得られた。縫製条件については、Ｅは差動比の増

加にともない高くなる傾向にあった。布送りを表わすファクター(lA－lB)／lAとＥと

の関係を求めたところ。布地の種類。布目角度ごとに良好な相関関係が認められた。

2 Dp-4 新合繊を含む各種素材のシームパッカリングの発生傾向
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　目的　最近は新合繊を中心とするファッション素材が高付加価値化商品として生産され

ている。しかしその性状は多様で多岐にわたっており、特に縫製においては布物性に充分

配慮する必要があり、この点に不都合があると種々の縫製欠点を誘発することになる。特

に新素材においては、縫製上トラブルを起こすものが少なくなく、中でもシームパッカリ

ングは重要な注意点である。本研究においては主として布地の物性の観点からシームパッ

カリングの発生傾向を検討した。

　方法　ポリエステル系の新合繊を含む69種の布地を試料として選択し、本縫いミシンを

用いて２枚重ねで縫製した。縫製速度、ステッチ密度は一定、張力は２段階に変えた。縫

製後、試料の縫い縮み率を算出した。一方、ＡＡＴＣＣの判定写真を参考に基準サンプル

を作製し、これを用いて視覚判定を行った。別にKESシステムを用いて試料の物性値を
測定した。

　結果　本研究で選択した新素材は、物性値からみて比較的狭い範囲に分布している。シ

ームパッカリングは張力設定の影響が大きいが、試料の物性値の影響も受ける。縫い縮み

率を目的変数として重回帰分析を行ってみると、張力、布質量、曲げ剛性率、せん断剛性

率などを説明変数として回帰式が求められた。また視覚判定をもとに良品、不良品の２段

階にグループ分けし、判別分析を適用すると、概ね上記の説明変数を使って判別が可能で

あった。これらの結果を使えば、布の物性値を計測することによってシームパッカリング

の発生傾向を予測できる。（試料をご提供いただいた旭化成工業（株）に感謝します。）
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